
【表紙】  

【提出書類】 臨時報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成28年10月24日

【会社名】 大日本住友製薬株式会社

【英訳名】 Sumitomo Dainippon Pharma Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　多　田　正　世

【本店の所在の場所】 大阪市中央区道修町二丁目６番８号

【電話番号】 06-6203-5708

【事務連絡者氏名】 経理部長　　加　島　久　宜

【最寄りの連絡場所】 大阪市中央区道修町二丁目６番８号

【電話番号】 06-6203-5708

【事務連絡者氏名】 経理部長　　加　島　久　宜

 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

EDINET提出書類

大日本住友製薬株式会社(E00922)

臨時報告書

1/4



１【提出理由】

　当社において特定子会社の異動がありましたので（同日中に２回の異動）、金融商品取引法第24条の５第４項および

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（１） 当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

① Cynapsus Therapeutics Inc.

(ア) 名称　Cynapsus Therapeutics Inc.

(イ) 住所　828 Richmond Street West Toronto Ontario M6J 1C9 Canada

(ウ) 代表者の氏名　Anthony Giovinazzo

(エ) 資本金の額　135百万米ドル

(オ) 事業の内容　パーキンソン病治療剤の開発

② Project Pegasus Sub Acquisition ULC

(ア) 名称　Project Pegasus Sub Acquisition ULC

(イ) 住所　1200 Waterfront Centre 200 Burrard Street Vancouver BC V6C 3L6 Canada

(ウ) 代表者の氏名　Andrew Williams

(エ) 資本金の額　607百万米ドル

(オ) 事業の内容　Cynapsus Therapeutics Inc.の資産管理

③ Sunovion CNS Development Canada ULC（旧社）

(ア) 名称　Sunovion CNS Development Canada ULC

(イ) 住所　1600 - 925 West Georgia Street Vancouver BC V6C 3L2 Canada

(ウ) 代表者の氏名　Gregory Bokar

(エ) 資本金の額　607百万米ドル

(オ) 事業の内容　株式の取得および保有

④ Sunovion CNS Development Canada ULC（新社）（注）

(ア) 名称　Sunovion CNS Development Canada ULC

(イ) 住所　1600 - 925 West Georgia Street Vancouver BC V6C 3L2 Canada

(ウ) 代表者の氏名　Gregory Bokar

(エ) 資本金の額　607百万米ドル

(オ) 事業の内容　パーキンソン病治療剤の開発

 
（注）Sunovion CNS Development Canada ULC（新社）は、カナダ連邦のブリティッシュ・コロンビア州法上の組織

再編であるAmalgamation（組織統合）により、Sunovion CNS Development Canada ULC（旧社）、Cynapsus

Therapeutics Inc. およびProject Pegasus Sub Acquisition ULCの３社が統合し、新たに設立された

Unlimited Liability Company（無限責任会社）です。詳細につきましては、「（３）異動の理由及びその年

月日　①異動の理由」をご参照ください。

 
（２） 当該異動の前後における当社の所有に係る特定子会社の議決権の数及び特定子会社の総株主等の議決権に対する

割合

① Cynapsus Therapeutics Inc.

(ア) 当社の所有に係る特定子会社の議決権の数

１回目の異動前の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

１回目の異動後の当社の議決権の数　13,520,414個（うち間接所有　13,520,414個）

２回目の異動後の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

(イ) 総株主等の議決権に対する割合

１回目の異動前の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）

１回目の異動後の当社の議決権割合　100％（うち間接所有　100％）

２回目の異動後の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）
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② Project Pegasus Sub Acquisition ULC

(ア) 当社の所有に係る特定子会社の議決権の数

１回目の異動前の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

１回目の異動後の当社の議決権の数　1,000,001個（うち間接所有　1,000,001個）

２回目の異動後の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

(イ) 総株主等の議決権に対する割合

１回目の異動前の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）

１回目の異動後の当社の議決権割合　100％（うち間接所有　100％）

２回目の異動後の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）

③ Sunovion CNS Development Canada ULC（旧社）

(ア) 当社の所有に係る特定子会社の議決権の数

２回目の異動前の当社の議決権の数　607,004,966個（うち間接所有　607,004,966個）

２回目の異動後の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

(イ) 総株主等の議決権に対する割合

２回目の異動前の当社の議決権割合　100％（うち間接所有　100％）

２回目の異動後の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）

④ Sunovion CNS Development Canada ULC（新社）

(ア) 当社の所有に係る特定子会社の議決権の数

２回目の異動前の当社の議決権の数　－個（うち間接所有　－個）

２回目の異動後の当社の議決権の数　607,004,966個（うち間接所有　607,004,966個）

(イ) 総株主等の議決権に対する割合

２回目の異動前の当社の議決権割合　－％（うち間接所有　－％）

２回目の異動後の当社の議決権割合　100％（うち間接所有　100％）

　

（注）１回目の異動は、平成28年10月21日（米国東部時間）付で行われたSunovion CNS Development Canada ULC

（旧社）によるCynapsus Therapeutics Inc. および同社の100％子会社であるProject Pegasus Sub

Acquisition ULCの完全子会社化（買収）にかかるものです。

また、２回目の異動は、１回目の異動完了後に同日付で行われたAmalgamation（組織統合）によるSunovion

CNS Development Canada ULC（ 旧 社 ） 、 Cynapsus Therapeutics Inc. お よ び Project Pegasus Sub

Acquisition ULCの３社が統合され、Sunovion CNS Development Canada ULC（新社）が新設された組織再編

にかかるものです。

詳細につきましては、「（３）異動の理由及びその年月日　①異動の理由」をご参照ください。

　

（３） 異動の理由及びその年月日

① 異動の理由

　当社の連結子会社である米国デラウェア州法人のSunovion Pharmaceuticals Inc.（以下、「サノビオン

社」）は、カナダ法上のプラン・オブ・アレンジメントの手法による手続きを通じて、トロント証券取引所お

よびナスダック市場に上場（当時）するカナダのCynapsus Therapeutics Inc.（以下、「シナプサス社」）を

買収するにあたり、同社の株式およびワラントのすべてを取得させる目的で、カナダ連邦のブリティッシュ・

コロンビア州法上のUnlimited Liability Company（無限責任会社）として、サノビオン社の100％子会社であ

るSunovion CNS Development Canada ULC（以下、「サノビオンCNSカナダ社（旧社）」）を平成28年８月30日

（米国東部時間）付で設立しました。サノビオンCNSカナダ社（旧社）は、平成28年10月18日（米国東部時間）

付で、上記買収の資金調達の目的で607百万米ドルの増資を実施した結果（株式発行先はサノビオン社）、当社

の特定子会社となりました。
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(ア) １回目の異動

　平成28年10月21日（米国東部時間）において、サノビオンCNSカナダ社（旧社）は、シナプサス社が発

行するすべての株式およびワラントを取得し、同社の買収（完全子会社化）が完了したことにより、同

社および同社の資産を管理する同社の100％子会社であるProject Pegasus Sub Acquisition ULC（以

下、「ペガサス社」）が当社の特定子会社となりました。

(イ) ２回目の異動

　さらに、同日付でサノビオンCNSカナダ社（旧社）、シナプサス社およびペガサス社の３社はカナダ連

邦のブリティッシュ・コロンビア州法上の組織再編であるAmalgamation（組織統合）により統合し、

Sunovion CNS Development Canada ULC（以下、「サノビオンCNSカナダ社（新社）」）（資本金の額は

607百万米ドル）が新たに設立されました。この組織再編により、サノビオンCNSカナダ社（新社）が当

社の特定子会社になるとともに、サノビオンCNSカナダ社（旧社）、シナプサス社およびペガサス社の３

社は、当社の特定子会社に該当しないこととなりました。

　

　なお、当該組織再編と合わせて、平成28年10月21日（米国東部時間）付でサノビオンCNSカナダ社（新社）

は、サノビオン社に対して、その主たる資産（無形固定資産）等を資本の払戻として移転しました。

　この結果、サノビオンCNSカナダ社（新社）は当社の特定子会社には該当しないこととなりましたが、引き続

き当社の連結子会社（当社の間接所有割合　100％）として事業活動を継続しています。

 
② 異動年月日　

　平成28年10月21日（米国東部時間）

 
（注）本文中の金額は、百万米ドル未満を切捨てて表示しております。
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